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話をとい5ことだったが，とてもそんな気のきいたまね［

は出来る訳もない．それに近頃は，せちがらいとでも言

ろのか，面白いことがどうも少ないよ5で，たとえば，

富士山のことにしても，頂上をどこへ彿い下げるとか，

一事が万事ではないとしても，だいたいそろい5次第で

ある．そこでまた，古い話でもして，責任を果すことに

する．自分で見てきたことではないので，多少間違って

いても気が樂である．

　富士山は，明治以前までは，霊峰とい5ととになって

いた．もっとも山には，富山壬のほかにも，，いわゆる豊

場があちこちあって，女人禁制などのいろいろな掟があ

った．だから，その高さがいくらあるかとい5よ5なこ

とは，日本の人は考えて見もしなかった．漢詩に作った

り，絵に描いたり，たまには登る人もあった．大塩楽八

郎中斉が「洗心洞剤記」を書き上げたとき，伊勢の朝熊

嶽と富士の石室にそれぞれ」本を藏めたが，そ㊨ため富

士に登ったのは天保4年（1833年）7月17日，目的はそ、

れを後人に侯つためだったとい5．ちょろど天保飢饒の

ときで，時に年41才それから足掛け5年の天保8年2

月が大塩の乱である．これで見ても，中斉の思想はデモ

クラシーには遠いことが分る．

　閑話休題，ところで，冨士山の高さを最初に測ったの

はまぎれもない日本人で，二宮敬作とい5蘭方外科医だ

ったらしい．らしいとい5のは，実はまだよく調べてな

いからで，調べた範囲では，彼がその高さを測ったこと

だげは確に分っている．

　二宮敬作は享和元年（1801年）の生れで，伊豫宇和島

の藩士，号を如μ↓と言った．有名なシーボルトの弟子で

ある．

　シーボルトが28才で長崎に蘭館医員となって来たの

は，文政6年（1823年）7月6日で，始めは和蘭通詞

の家で諸学を教えていたが（出島の蘭館には当時日本人

は入れなかった）後市外鳴滝に校含を開いて，、だいたい

1週1回出張した．名国手の評判でたちまち数十人の子

弟が集ったといろことである．高野長英などは，国の養

家のことを放郷して，江戸の遊学先から族費を工面して

九州までやって来た．二宮敬作が弟子となったのは正確

にはいつか分らないが，遅くもその翌年ぐらいで23，4

才だったと思われる．・宇和島侯は伊達家であって，諸藩

では割合に進取的なところがあったことも，敬作の進学
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鞭鷲撃謙瀧講甚黎蓑1
ともその一因と計れてはy・るカ㍉一『　・’「ill鷲1

、着任から2年牛ばかり経った文政9年2月，將軍の甲ご， ・

必丹引見があって・シーボルトは江戸参府に随行するζ聴

とになった．この時，二宮敬作は通詞の僕という省目でli，，、1

シーボルトが同俘したのである．敬作は長崎でも採藥撫塁磯

どに同行して，シーボルトに一番親しんでいたらしい・∵1＞螺

瀧蕪己奪総豊灘蓬誘と1磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．篶
で，そこの高さを測る記事があるのだが，方法は気圧計…縣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魂
と沸点の下降をつかっているのであって・約1000mと・．』嶺

出した．よく分らないけれども，その気圧計は使ろとき

に水銀を入れるようなものらしい．シーボルトがの上京漂議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藝
の際携行した器械の目録には，晴雨計とトリチェヲ測高　鴇薯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・・聾
計とがあり，この時つかったのは後者だったのかも知れ　綜鱗

ない．この観測を手伝ったのが二宮敬作だったことは，

後に彼が富士の高さを測ったことで推定できる・ではγ・、1．、六
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・ゆ
その観測はいつで，結果はど5だったか・’甚だ申訳ない一｝’麟

ことに，私はまだそこまで調べてないのである．機会が　1講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ〆土
あれば，改めて記したいと思っている．

　気象には関係ないが二宮敬作に関して一つ興昧深いこ亭，鰹

とをつげ加えておく．シーずルトは，長崎にあって，楠『，類

本タキを嬰り，一女イネをもうけた．シーボルト事件が厩・繰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・幾
起って，文政12年12月，国外退去を命ぜられたときイ　』、耀

ネば2才，彼は弟子高良斉と二宮敬作にそれを托した」，’一灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
そして後敬作はイ祁外科睦科鰍え・業成って彼女・顯

は長崎で開業したのだった．時は移って幕末，シーボル．∵藤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚
トの追放解げ・日本再遊のため安政6年（1859年）4　＼濾

月シーボル臓マルセイ壇発った・肺：・老後嘱1；ll馨

を病んでいた敬作は・そ鳴灘伝え聞いて長崎に赴☆難

き・イネと共にシ　ルトを待って心・たカ㍉御琳諜

ず，3月12日とうとう不帰の客となった．シーボルト，刷競慧

の長鰭胴8耳・その時イネは3時・こり対面瞬作，lr潔

の死によって耀劇的となった．　　‘　…㌧鑛
　後シーボルトは再び去ったが，・イネは留まって・、明治1、㍉畷

22年以後には東京に碓んだと朽・ころして・ヰ宮灘

敬作の名はシーボルトと共に語られるだろう・始めて気1暑

圧計で山の高さを測った人の生涯を知っておくのも1・考翼

え方に　鰍購’1・1㌃／’△．31
』』，，∵，、△瀕』』△☆懸　
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野振　　　確かなことは断定できないが，その次に富士の高さを
トでし

1ぐ、　　測ったのは多分最初の英国公使オールコックだろ5．オ
蕪泌　　＿ノレコックともなれば，幕末外交舞台の一人者であっ
略、、、

騨、　て，登場人物としても申し分がない1

蕪　年表をくって見ると，米国纐事一リスの着任が安政

臨，・高灘総月鞭璽辮姦織
　　　月に着任，文久2年2月まで在任（1859～1862年）し

　　，駈た．宿舎は芝高輪の東琿寺である．

　　　　オールコックが富士に登ったのは万延元年，つまり着

　　　任の翌年，7月である．その前年（着任の年）は上に書

　　　いたシーボルト再遊の年であり，国内的には安政の大嶽

　　　で吉田寅次郎の処刑があった．またその年の正月には，

臨灘鑑鷺謙離灘臨諺攣欝鷲
　　　日は誰も知っている通σ櫻田門事件である．

総一　　オールコヅクの登山の目的の一つには，条約で決めた
臨国内笹行の自由とい5権利を行使すること晦たらし

羅△・彼は明文に規定した樒鱒王擾夷の灘・一部

　　　はそれを名とした幕府の拘束とで大いに侵害されている

、獣、』』と考え・これは大国公硬の威嚴にかかわると憤ったので

　　　ある．安政6年に外人殺傷事件が二度あつて，オールコ

　塔誉ックはこれに嚴重な抗議文を提出しているが，この点で・

欝厳が列国鰹中の最簾論都あった・万翫年の暮

欝，・賃臨二惚雛轡，鰐際籍1

欝欝灘蕪灘鷲講葛嘉郭

纏
， 義
．
・　ルコックの富士登山を止めようとしたのもあながち無理

職・，

　　　ではない．だが，オールコックはきき入れず，7月19日

　　　尋江戸を発し富士に向った．幕府の護徳と人夫百余人，行

　　　列数町に亘ったということである．23日吉原着，24日

籔大酷25日早朝椥を出て・駆しで馬を下り・そ
繕の夜は六合目の石室で泊り・翌26日頂上に着いた・そ

醗』1　の時同行のうちに英国印度艦隊のロピソソソとい5土官
臨1』、　があって，頂上でいろいろ測量をした．つまり，噴火口

鴎　　の長さ1100ヤード，幅600ヤ』ド，深さ350ヤード，

　勤　　最高標高14，177フィート，水の沸点は華氏184QF，正午

　　　の気温は華氏540F，といったぐあいである．これでオ
鍵㌧一，レコックの富土登岨ど5やら無事にすんだのだっ　輩

　ラ，欝．た．

瀞一

．歓　　・このオールコックとい5人物はなかなか傲岸な人物だ
　もぜ

難ったらしい・それ肚のことで紡赫えるが・同じ年
ヨナタ　ロ　　

，講．，一の始め一時香港へ行って4月に長崎へ帰った．そしてや

鐙蘇，』はり長崎から陸路を江戸までもどるといってきかず，，陸

　　ラじり

総、△搭i．㌃』三，1△豚，払．』』、11疑』1』』』．

手をつくしてよろやく伊賀越えで東海道を上ることにな

らた．無事江戸に着いたのが5月27日だから，富土登

山はそれから一月余り後のことである．だが，オールコ

ヅクのこの国内族行，また富土登山が，奪穰派の憤激を

買ったことは明らかで，東琿寺公使館襲撃の同志が懐中

にしていた襲撃趣意書にr紳州夷狡ノ為メニ相汚サレ候

ヲ傍観イタシ候二忍ピズ」とあるのを見ても分る．富士

山に毛唐が登って，測量したといろよ5なことは，全く『

以ての外であったかも知れない．

　余談になるが，英国公使館の御難はこれにとどまらな

かっ・た．東輝寺が襲われた翌年の文久2年8月には，い

わゆる生麦事件があって，英人リヤードソソその他が殺

傷されたが，更にその12月，品川御殿山に新築の英国

公使館が擁加九ている．この曉打に参画したのが長州藩．

御楯組で，伊藤俊輔（博文）山田市之允（顕義）品川弥

二郎などがかいた．品川弥二郎は，明治改元の後，内相

の地位にもついたが，ごく短期間地理局長の事務にたず

さわったこともあり，暴風警報を創めるにあたっていろ

いろ斡旋したことは，よく知られていることである．と

ころで，オールコヅクはとい5と，この御殿山事件のと

きはもういなかった．

　お絡いに，明治になってからのことを一寸つげ加えて

おこう．

　明治6年の9月7口付の東京日々新聞に，富士に登っ

た外人の記事力1出ている・内容は当時横浜で出してい疫

外字新聞の記事の紹介でr富士山は日本人の最も尊ぶ≧

ころの美山にして，三国一の名山なりとて亦之を不二山

と名く」といった調子で書出してある．初めて富士に登

った外人はオールコックで，その後沢山の人が登った

が，測った高さは皆まちまちであった．所が，この7月

にフラソス人のレピシェー氏が登って「精密なるバロメ

ートル及び其他の器具を以て審かに其高さを測りしに，

其絶頂海面を抜く事，一万一千五百四十二英フート」で

あったというのである．そして従来外人の測った値とし

て，次の三つを挙げている．

　　　’アールコツク氏　　　　　　14，177択．

フアガソ氏

ウィルレムス氏

（レ．ピシェー氏）

　13，080呪

’　10，714！リミ

（112542沢）

・このレピシェー氏とい5のは，大学南校の御軽教師で，

天文に詳しく，観象台設立の世話をした人であるが，明

治6年7月に富士に登ったことがこれで分る』ファガ

　ソ，ウィルレムス共にまだ調べてない．明治ともなると

　いろいろな観測があるらしく，いちいち調べるのも面倒

　で，そのままになっている．

　　明治11年に東京大学へ来た物理学者メソデソホール

　は，同年に出来た観象台の観測長になった人だが，その

　観測塗まとめたr東京気象論」は気象台の観測に劣らな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．η禾気’㌧1，・・2。．ト

　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　マ☆し』』、1☆』鑑藷☆蕊暴i☆』』』，☆藁1、藻
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囎な蘇ある・それと共に明治13年富士瞭格的搬決定として瀞あもの磁たご遡締
重力の測定をして地球の李均密度を算定したことが知ら・．いはないのである・　　　　　　　　　　，　　　、渥

れでいる・この時また鵬年の・2年に東京大学の傭　それから・一と言彌子徳・てゆくと・これは麟

物理学科を出た中村精男・和田雄治の両学士が共に富士　　　つまでもだらだら続いて・一向しめくくりがつかなヤ、’拶魔

山頂で気象観測をしたことは・これまた余りに有名な話　　　そこで，ただ富士山の筒さを測るとい5ことのうちにも灘

で，今さら私が記すまでもないことである．ひよっとす　　　また歴史が流れていること，それだけをいってこの稿を、1膿

ると，これが二宮敬作についで富士山の高さを測った二　一絡る．　　　　・　　　　　一」一1953・3・1－r・　∵講

番目の日本人だったか，かりにそ5でないとしても，本，　　、　　　　「　　　　　　　（現高暦気象台）一ノ貰働

”””””””””“畳””1””””””登”量1”””””1””””Il””””””1”””11”””川””1””1”1””””11”””ll”””1”””””1”1””””1”“”””11”“1””1”1”””11“翻眠騰

1953年8月中旬の

、

・静岡県の局部的大雨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　山．　章講

1””1”””””””1”””””1””””ll””””””””””1””””””””””1””””””””””1””””””””””1”1”””1”””””1””””””1””5”ll”1””ll””ll叩駐咄鹸蝶

　1．概略「

　台風第6号ほ7日から8日にかげて房総牛島の南東沖

を北北東へ進み，その後につづいた熟低は房総付近で浩

滅し，本邦は小笠原高気圧におおわれたユ0日夜から工5

日までに多い所でほ350mm位の大雨が降った．この

雨は局部的現象で地上および上暦天気図だげでは予報カミ・

困難であったので調べて見た．　，

　2．気象概況

　朝鮮方面から東進してきた寒冷前線は且日夜には四

国地方にある（第1図）．その後は不明であるが700お

よび600mbの前時間との気温差を取って見ると寒気

の東進が認められる．しかし多くの場合に認められるよ

第1表　館野における10日～13日の垂直速度
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第1図　1953年8月11日21時　地上天気図
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